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鴨
下
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（
正
慶
岩
雄
）

　
　
　
六
二
年
目
の
夏
を
迎
え
て
！

　
　
　
　

「
広
島
・
長
崎
の
火
」
を
消
し
て
は
な
ら
な
い

【
一
】

一
九
四
五
年

（
昭
和
二
〇
年
）

八
月
六
日

・

九
日
、

広
島

・

長
崎
に
原
爆
が

　
　
　
投
下
さ
れ
ま
し
た
。

初
め
て
人
類
に
投
下
さ
れ
た
原
爆
の
惨
状
は
目
を
お
お
う
ば
か

　
　
　
り
で
し
た
。

八
月
九
日
被
爆
、

二
児
爆
死
、

四
歳
、

一
歳
、

翌
朝
発
見
す
。

こ
と
き
れ
し
子
を
そ
ば
に
、
木
も
家
も
な
く
明
け
て
く
る
　
松
尾
あ
つ
ゆ
き

長
男
ま
た
死
す
。
中
学
一
年
生

炎
天
、
子
の
い
ま
わ
の
水
を
さ
が
し
に
い
く
　

　 

松
尾
あ
つ
ゆ
き

妻
を
焼
く
。

八
月
一
五
日

炎
天
、
妻
に
火
を
つ
け
て
水
の
む　

　
　

　        

松
尾
あ
つ
ゆ
き

ひ
ろ
し
ま
の
ど
の
樹
も
人
の
匂
い
も
つ
　
　
　

　 

粥
川
　
青
猿

君
あ
の
夏
「
黒
い
雨
」
に
打
た
れ
た
か
　
　

　 

足
立
　
町
子

ダ
イ
・
イ
ン
の
地
の
黙
深
し
原
爆
忌　
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善
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き
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影
か
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広
島
の
石
段
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柿
本
　
多
映

【
二
】

久
間
章
生
前
防
衛
大
臣
は
、

「
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
広
島

・

長
崎
へ
の
原
爆
投
下

　
　
　
は
し
ょ
う
が
な
い
」

と
発
言
し
辞
任
し
ま
し
た
。

小
池
百
合
子
新
防
衛
大
臣
は
　

　
　
　
「
日
本
の
核
武
装
は
国
際
情
勢
に
よ
っ
て
は
検
討
す
べ
き
だ
」

と
発
言
し
批
判
を

　
　
　
う
け
て
い
ま
す
。

被
爆
国
の
政
府
と
し
て
絶
対
に
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

う
つ
む
け
ば
い
い
の
か
ヒ
ロ
シ
マ
今
日
も
暑
い
　        

中
村
　
重
義

原
爆
忌
墓
石
は
翳
を
重
ね
合
う

                   

望
月
よ
し
江

炎
天
に
う
ら
み
の
眼
あ
る
ば
か
り
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靖
国
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参
拝
違
憲
芋
う
ま
し

　

 
 
 
 

坪
井
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女

米
軍
基
地
金
網
の
影
わ
が
影
日
本
の
影

　

 
 
 
 

青
倉
　
人
士

蟻
一
列
昭
和
が
戻
る
靴
の
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田
　
穣

駅
前
・
自
転
車
・
め
し
屋
九
条
が
あ
ぶ
な
い
　

 
 
 
 

漆
畑
　
利
男

   

　
　
　
こ
の
俳
句
郡
読
は
三
六
首
五
節
に
纏
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

紙
面
の
関
係
で
　

　
　
そ
の
う
ち
二
節
だ
け
を
掲
載
し
、

残
り
は
次
号
に
し
ま
し
た
。

＜石岡＞　本土決戦と茨城パネル展＜石岡＞　本土決戦と茨城パネル展＜石岡＞　本土決戦と茨城パネル展＜石岡＞　本土決戦と茨城パネル展＜石岡＞　本土決戦と茨城パネル展

　　　　　日時：８月２６日～９月１日

　場所：国府地区公民館

　内容：パネル 「本土決戦と茨城」

　主催：石岡平和の会

＜八郷＞　＜八郷＞　＜八郷＞　＜八郷＞　＜八郷＞　

　　　　　日時 ： ８月２7日～９月１日

　場所：石岡市中央公民館ロビー

　内容：広島・長崎被爆写真展

　　　　・こだまふさ子ガラス絵展示

　主催：やさと平和の会

＜＜＜＜＜ 下妻＞　平和を希求するパネル展下妻＞　平和を希求するパネル展下妻＞　平和を希求するパネル展下妻＞　平和を希求するパネル展下妻＞　平和を希求するパネル展

　　　　　日時：８月６日～８月１３日

　場所：市役所ロビー

　内容 ： 写真パネル 「東京大空襲」 25枚

　主催：下妻市職員組合　　　　　

＜＜＜＜＜ 常陸太田＞　原爆パネル展常陸太田＞　原爆パネル展常陸太田＞　原爆パネル展常陸太田＞　原爆パネル展常陸太田＞　原爆パネル展

　　　　　日時：８月１４日(火)～１９日(日)

              AM9:00～Pm5:00

　場所：市生涯学習センター展示コーナー

　内容：広島・長崎原爆パネル展示

　主催：常陸太田平和の会　　　　　

＜＜＜＜＜ 水戸南＞　戦争と平和を考える水戸南＞　戦争と平和を考える水戸南＞　戦争と平和を考える水戸南＞　戦争と平和を考える水戸南＞　戦争と平和を考える

　　　　　日時：８月４日～８月１５日

　場所：水戸市立東部図書館２階展(水戸４中近く）

　内容 ： 写真パネル 「沖縄戦」 戦場の人々30枚

　　　　絵画パネル「東京大空襲」              20枚

　　　　１階　水戸空爆のB29関連展示　

　主催：みとみなみ平和の会　　　　　

戦争と平和を考える特別旬間戦争と平和を考える特別旬間戦争と平和を考える特別旬間戦争と平和を考える特別旬間戦争と平和を考える特別旬間((((( ８月６日～１５日８月６日～１５日８月６日～１５日８月６日～１５日８月６日～１５日)  )  )  )  )  続報続報続報続報続報

＜＜＜＜＜ 取手＞　２重被爆を観る会と取手＞　２重被爆を観る会と取手＞　２重被爆を観る会と取手＞　２重被爆を観る会と取手＞　２重被爆を観る会と

　　　　　原水禁報告会　　　　　原水禁報告会　　　　　原水禁報告会　　　　　原水禁報告会　　　　　原水禁報告会

　　　　　日時 ： ８月 18 日(土)14:00 ～ 16:00

　場所：取手福祉交流センター(市役所前）

　内容：DVD二重被爆と世界大会報告

　共催：取手平和委員会、、、、、茨城保険生協他
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　憲法というと、 中学生の時に前文を暗記させられた事が

思い出されます。 深い意味も考えずに暗記させられた･･･

記憶です。

　それから 20 年。 社会人となり、 それまで当たり前(と

いう考えがそもそもおかしいと思うが)であった平和が今自

公政権により脅かされています。 真実を語れない新聞やメ

ディア、 報道の自由を蹂躙され、 歪曲化したテレビ番組

が堂々と放映されています。 もっと大事なことがあるだろ

～と言いたい(怒)。

　現在 2 人の子共がいます。 憲法九条が改悪されればもし

かしたら国に子供達を取られるかもしれない。 よしんば、

62 年前の悲劇が起こるのではないかと思ってしまう心配性

な私です。 全ての子供達が将来安心して暮らせる社会を作

ることは私達世代の義務であり使命であります。 その中で

憲法九条は輝きを放ている様に思えます。 空気のような存

在で普段は目に見えないがなければ死んでしまう存在、 ま

るで私にとっては、 えびちゃんみたいな存在です。

　更に平和とは自然に存在するものではなく、 我々一人一

人が声を上げて守らなければならない弱くて脆いものであ

ると思います。 「憲法九条を世界遺産に」 という本があ

りました。 まさに世界に誇れる憲法であると思います。

　民医連綱領の中に 「戦争政策に反対」 する文面があり

ますが、 戦争をすれば、 医療はまず戦争で傷ついた人々

を治し又戦地へ送り込む装置となり、 国民から医療を受け

る権利を剥奪することになるでしょう。 62 年前の暗黒の

時代を繰り返してはなりません。 当時の平均寿命は 30 歳

代でした。 残念ながら私はもうこの世にいません。

　民医連に就職し平和や憲法を学ぶことができ、 違った目

で世の中を見ることができるようになりました。 憲法同様

また民医連や生協も光り輝き平和を守る地域の橋頭堡とし

ての役割を担わなければと思っています。

水戸共立診療所　金子　卓也

　　日本国憲法誕生の真相。６０年を経ていま明らかに！

　「日本の青空」ひたちなか上映会

 　とき ８月１１日(土）

 　上映時間 １回目　　14;OO ～

２回目　　19;00 ～

 　ところ ひたちなか文化会館小ホール

 　チケット料金 一般 1300 円 （前売り 1200 円）

　　　　　 シニア60才以上1100円（前売り1000円）

  　　　☆全国共通製作協力券お持ちの方は、その券で入場可

 　連絡先　　宮田　茂博 ℡ 272-0213

　　　　　　　人見　忠男 ℡ 273-0384
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編
集
部
で
は
、

戦
争
と
平

和
を
考
え
る
特
別
旬
間
で
、
各

市
町
村
議
員
に
貴
地
域
の
平
和

行
政
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

を
、

メ
ー
ル
・F

A
X

等
で
お

願
い
し
た
。

　
県
内
市
町
村
の
平
和
行
政
情

報
を
全
会
員
が
共
有
し
、
参
考

に
し
、
自
分
た
ち
の
地
域
の
平

和
行
政
を
発
展
さ
せ
る
、
は
、

前
々
か
ら
大
会
や
役
員
会
で
論

議
さ
れ
て
き
た
。

　
各
地
の
会
員
の
皆
さ
ん
、
良

い
情
報
集
を
作
る
た
め
に
も
議

員
さ
ん
に
合
っ
た
ら
、
編
集
部

に
情
報
を
送
っ
て
く
れ
る
よ
う

合
わ
せ
て
頼
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ま
）

日本国憲法が施行されて、 今年で６０年になります。

「６０年たったから、 もう憲法は古い。 変えるべき」 と

いう世論も少なからずあります。 もちろん将来、 憲法が

より発展した時代に合わなくなるという可能性はあります

から、 憲法改定の議論自体は否定すべきことではないと思

います。 しかし、 今重要なのは、 憲法 9 条を変えて日

本を戦争できるようにする国づくりが進められていること

です。

これまでに、 新ガイドライン(97 年)、 周辺事態法(99

年)、 有事法制(03 年)がつくられ、 日本とアメリカ、 日

本国内における｢戦争協力｣の体制が整備されてきました。

任期中に憲法を変えると明言する安倍内閣の下で、 憲法 9

条は、 いよいよ武力行使に対する最後の歯止めとなってい

ます。 9 条を変えて、 日本がアメリカと海外で戦争する

国になるのかが大きな問題であり、 私たち国民にとって、

自分たちの暮らしと日本の未来がかかった重大な問題で

す。

青年のなかで対話すると、｢60 年たって憲法も古くなった

のではないか｣｢新しい権利を盛り込むのは賛成｣という声を

聞きます。 しかし、 改憲の狙いを話せば、 「今よりもっ

とアメリカ言いなりになるのか」｢戦争はいや｣「自分も友達

も戦争に行きたくない」 などの反応がかえってきます。 日

本が戦争をするとなれば真っ先に送り出されるのは青年で

す。 貧困に苦しむ青年たちを食いつなぐために軍隊が利用

されるかもしれません。 そういう意味で、 ワーキングプ

ア、 就職難の問題は別ものではないと思います。 9 条を変

えて戦争をするのではなく、 現憲法で保障されている権利

を豊かに花開かせる社会･政治にすることこそが必要です。

改憲の狙いを広く知らせるとともに、 平和への願いを出発

点に、 憲法改定を許さない大きな共同を青年のなかにも広

めたいと思います。

　学習 ・ 懇談会

第三回シベリヤ抑留問題を学び考える第三回シベリヤ抑留問題を学び考える第三回シベリヤ抑留問題を学び考える第三回シベリヤ抑留問題を学び考える第三回シベリヤ抑留問題を学び考える

２００７年８月１９日 （日） 13:30 ～ 16:00

水戸市国際交流センター （TEL029-221-1800）

主催　日本ユーラシア協会茨城支部

お問い合わせ　古川(0294-32-1932)

                     佐川(03-3420-3389)

講演　三村　節三村　節三村　節三村　節三村　節
　　　　　　　　　　　　　　　（日本ユーラシア協会全国理事 ・ 平和委員会会員）

　第３回目を引き続き行います。 今回は３月に発刊された

三村節編 ・ 著になる書簡集 『帰国５０周年を期してー友情

の証ー』 をもとに、 捕虜から受刑者になった人々について

鮮明に語られます。

「「「「「憲憲憲憲憲法法法法法改改改改改正正正正正」」」」」について考えるについて考えるについて考えるについて考えるについて考える憲憲憲憲憲法法法法法九九九九九条条条条条ととととと私私私私私
水戸翔合同法律事務所　　関　静花


